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≪主なご意見≫ 

＊運動会の目的や意義について、集団活動の大切さを醸成することも大切であるが、スポーツとして競わせるこ

とも大切ではないか 

＊中 1 ギャップ解消も大切であるが、小学校と中学校課程の節目をどう感じさせるのか。 

＊学校名を決定するにあたって、もっと子どもに関わらせたほうがよいのではないか。 

＊ことばの教室など、栗沢小学校ならではの特色ある教育活動は今後も継続するのかが心配である。 

＊誰一人取り残すことなく、学校生活が有意義で楽しい居場所となるような学校にしてほしい。 

＊４５分授業、５０分授業の扱いをどうしていくのか。 

＊現校舎の老朽部分の改修も実施していくのか。 

 

 上記の貴重なご意見は、どれをとっても今後どこかの場面で解決していかなければならない内容です。 

 開校準備委員会としては、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらのことを整理しながらも、一番大切なことは、義務教育学校を開校させることや新校舎を開校させる

ことは一つの手段だけであって、目的は、「栗沢っ子のため」であることを決して忘れずに

取り組んでいくことが大切であると考えます。 

 

≪今後の予定≫ 

 ７月１１日以降  学校名アンケート配布回答回収（１９日（金）まで） 

 ７月２２日（月） 第３回開校準備委員会（校名の答申 など）１８時３０分 栗沢小にて 

岩見沢市立栗沢地区義務教育学校 

開校準備委員会だより 
発行日 令和 6 年 7月 11 日  

第 2 号 

発行元 栗沢開校準備委員会 

昨日の地域説明会に参加していただいた皆様、お忙しい中ありがとうございました。皆様からいた

だいた貴重なご意見を、学校運営及び開校に係る様々な場面で活かして参ります。 

１ 主となって問題解決をするメンバーは誰々なのか？ 

  子ども 保護者 教職員 地域住民 教育委員会 他 

２ 問題解決のタイミングは？ 

 今すぐ、来年の４月まで、１，２年かけて、新校舎が出来上がるまで 他 

３ 課題の仕分け？ 

 学校の教育課程に関わること、開校準備委員会に関わること、教育委員会に関わること 他 


